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論 文 調 査 委員 教 授 西 村 敏 雄 教 授 西 村 秀 雄 教 授 岡 本 耕 造
論 文 内 容 の 要 旨
近年臨床医学の領域において, 悪性鹿癌の染色体学的研究の亜要性は一般的に認められるところ とな
り, 臨床診断, 病理診断並びに臨床的予後と染色体所見との関係に重要性が認識されて, この方面の研究
は臨床医学各科で盛んに行なわれている｡ 産婦人科領域における歓毛性塵癌もこの点に関して, 特に興味
ある疾患であり, 正常妊娠観毛, 胞状奇胎, 紋毛上皮腫の各々の トロホブラスト問に普通の形態学的研先
では明確な差異を認め得がたいとしても, 形態学的検討を一歩進めた染色体学的検索により, 何らかの相
違の一端を究明せんと試みたO
検索材料は正常妊娠紋毛 (妊娠第 2 か月～第 6 か月), 部分奇胎, 胞状奇胎, 破壊性奇胎, 紋毛上皮腫
の トロホブラストである｡ 検索方法としては, 正常妊娠第 2 カ月軟毛, 胞状奇胎, 破壊性奇胎, 歓毛上皮
腫などの諸組織は新鮮材料を用いて, 正常妊娠第 3 か月～第 6 か月の紡毛組織は培養第 3 日日 (培養翌日
を第 1 日とする) の材料を用いて, 押しつぶし法によって染色体標本を作製した｡ この標本を光学顕微鏡
200倍で分裂像を探し, 2000倍でその染色体数並びにその形態を観察し, 充分に karyotype分析のでき
る核板を写真撮影してデンバ- 規約に従って分析したO
正常妊娠紡毛は妊娠第2か月から第6か月まで妊娠月数を通じて染色体数は46であり, 異数性細胞はご
くわずかで, 正常範囲にあることがわかった｡ 部分奇胎では嚢胞部はもちろんであるが, 紋毛部の培養第
2 日日の組織においても胞状奇胎の染色体所見とほぼ同じ所見を呈していた｡ 胞状奇胎では正常妊娠紋毛
組織に比べて, 異数性細胞が増加し, 4倍体もやや増加する傾向を認めたが, やはり染色体数46がもっと










しかし, 押しつぶし法による染色体標本は karyotype分析には不適当と思うので, 今後は組 織 培 養
(単層培養) を行なって,airdry法による標本によって, より詳細な karyotype分析を行ない, 両者
の結果を比較検討することを今後の課題と考えている｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
正常妊娠就毛, 奇胎, 破壊性奇胎, 紡毛上皮腫などの新鮮組織につき, そのものあるいは押しつぶし法
による染色体標本を作製し, 光学顕微鏡200倍で分裂像,2,000倍でその染色体数ならびにその形態を観察
し, Karyotype分析のできる核板を写真撮影しデンバー規約によって分析したO その結果正常妊娠軟毛
(妊娠2か月から6か月まで) では染色体数は46であり異数性細胞はごくわずかで あ り, したがって正
常範囲にあることがわかった｡ 奇胎ではこれに比し異数性細胞が増加し, 4倍体もやや増加しているが,
染色体数46が最も多くKaryotype分析では pseudodiploidが認め られ た｡ 部分奇胎の嚢胞部あるい
は紡毛部の培養第2日目の組織においてもこれとほぼ同じ所見をえている｡ 破壊性奇胎では嚢胞部は奇胎
と同じ所見であったが, 子宮筋層内浸入部ではむしろ紙毛上皮腫の所見と近似していた｡ すなわち奇胎の
筋層内浸入部あるいは紡毛上皮腫では異数性細胞と4 倍体が非常に増加しており種族細胞は高 2 倍域と4
倍域との間に位置することが判明した｡ この種族細胞の様相からBuschや Levanによる説を引用し, 染
色体学的にはかかる組織は悪性農場であると結論したのである｡
以上本論文は学問的に有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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